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特
集4〜5 写真で見る第68回新潟県公民館大会・見附大会

「せきかわ冒険王」の事業でギフチョウを見に高坪山に登ました。
キャッチ＆リリースで羽に触れないように観察して逃がしました。（関川村）

２……… トピックス 「本紙　第１回編集委員会開催」

３……… 視 点 「県少年自然の家」は不便な家	 新潟県少年自然の家　所長　丹後　　裕
ひ ろ ば 「私が思う公民館」	 村上地区公民館長　内山　忠男
掲 示 板 「県社会教育団体懇話会（社団懇）総会開催」

6……… 実践記録シリーズ 「伝統を引き継ぐ長生学園」　津南町公民館

7……… サークル交流 「思い出す喜び」（三条市）／「とんとん昔に魅せられて」（新潟市）
素 顔 拝 見 中村陵太郎さん（柏崎市）／本間みゆきさん（燕市）

８……… お元気ですか 「ご縁に感謝して」	 長岡市・谷内　悦子さん
ネットワーク

事務局長　田原　　理

「
」



2６月12日㈪　13日㈫　生涯学習協会事業「魅惑の佐渡」　事務局長参加 ひとくち情報

▶
T

O
P

IC
S

本
紙  
第
１
回
編
集
委
員
会
開
催 

　

本
紙
の
第
１
回
編
集
委
員
会
が
、

７
月
４
日（
火
）に
新
潟
市
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

編
集
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
１　
小
林　
朋
広

	

（
県
代
表　
県
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

２　
丸
山　
聖
乃

	

（
上
越
地
区
代
表　
上
越
市
）

　
３　
高
橋　
達
也

	

（
中
越
地
区
代
表　
柏
崎
市
）

　
４　
小
森　
順
一

	

（
中
越
地
区
代
表　
弥
彦
村
）

　
５　
伊
藤　
英
策

	

（
下
越
地
区
代
表　
新
発
田
市
）

　
６　
布
施
菜
美
子

	

（
新
潟
市
代
表　
新
潟
市
）

　
７　
小
出　
守
仁

	

（
新
潟
市
代
表　
新
潟
市
）

　
８　
田
原　
　
理

	

（
県
公
連
事
務
局
長　
編
集
長
）

　
当
日
は
大
雨
避
難
勧
告
が
県
内
市

町
村
に
多
く
発
令
さ
れ
て
、委
員
３

名
が
所
属
公
民
館
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
状
況
で
し
た
が
４
名
が
出
席
し
＋

事
務
局
長
の
５
名
で
会
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

会
議
は
自
己
紹
介
の
後
、編
集
の

基
本
方
針
の
確
認
を
行
い
、今
年
度

の
後
期
編
集（
前
期
は
２
月
の
編
集

委
員
会
で
検
討
済
み
）に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
紙
面
の
構
成
と
記
事
内
容
の
確
認

（
表
紙
）

・
カ
ラ
ー
印
刷
を
継
続
す
る
。

・	

鮮
明
な
写
真
に
す
る
た
め
解
像
度

の
高
い
写
真
提
供
を
お
願
い
す
る
。

・	

公
民
館
の
活
動
写
真
が
原
則
。
人

物
が
写
っ
て
い
れ
ば
ベ
ス
ト
。

（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

・	

県
公
連
の
全
体
の
活
動
の
中
か
ら

事
務
局
長
が
執
筆
す
る
。

（
視
点
）

・	

社
会
教
育
関
係
者
の
執
筆
が
原

則
。専
門
的
な
視
点
で
執
筆
す
る
。

（
特
集
）

・	

年
間
計
画
に
よ
り
執
筆
依
頼
す
る
。

（
実
践
シ
リ
ー
ズ
）

・	

平
成
31
年
度
10
月
号
ま
で
30
市
町

村
す
べ
て
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

（
ひ
ろ
ば
）

・	

市
町
村
の
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
を
中
心
に
執
筆
す
る
。

（
お
元
気
で
す
か
）

・	

退
職
後
に
公
民
館
な
ど
で
の
活
動

を
元
気
に
や
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
が

執
筆
す
る
。

（
そ
の
他
）

・	
掲
示
板
、ネ
ッ
ワ
ー
ク
、イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
、恵
贈
資
料
紹
介
は

事
務
局
長
が
執
筆
す
る
。

　

本
紙
は
、今
号
で
７
７
４
号
の
発

行
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
28
年
２
月

の
第
１
号
発
行
か
ら
一
度
も
途
切
れ

る
こ
と
な
く
発
行
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
有
料
販
売
と
い
う
こ
と
や
毎
月

の
県
単
位
で
の
発
行
は
全
国
で
も
唯

一
の
活
動
で
す
。
会
の
運
営
そ
の
も

の
も
行
政
か
ら
独
立
し
て
お
り
、こ

の
こ
と
も
併
せ
て
全
国
で
も
評
価
の

高
い
存
在
で
す
。
今
後
も
、読
者
の

皆
さ
ん
か
ら
共
感
を
得
る
編
集
を
心

が
け
、質
の
高
い「
公
民
館
月
報
」を

発
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
各
市
町
村
の
後
期
執
筆
割
り
当
て

は
、編
集
委
員
で
協
議
を
重
ね
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
執
筆
依
頼

は
発
行
月
の
２
か
月
前
に
文
書
で
各

市
町
村
に
依
頼
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。	

（
田
原
）

　公民館月報原稿執筆割当一覧� 平成29年７月号～平成30年９月号

月　号 表紙 ひろば サークル交流 素顔拝見 お元気 実践
H29		７月 長 岡 市 三 条 市 村 上 市 加 茂 市 糸魚川市 見 附 市 魚 沼 市 胎 内 市

８月 関 川 村 村 上 市 三 条 市 新 潟 市 柏 崎 市 燕 市 長 岡 市 津 南 町

９月 湯 沢 町 妙 高 市 見 附 市 新発田市 新 潟 市 佐 渡 市 小千谷市 上 越 市

10月 五 泉 市 佐 渡 市 上 越 市 湯 沢 町 長 岡 市 加 茂 市 柏 崎 市 新 潟 市

11月 小千谷市 上 越 市 関 川 村 魚 沼 市 南魚沼市 村 上 市 三 条 市 新発田市

12月 新 潟 市 見 附 市 聖 籠 町 長 岡 市 阿 賀 町 刈 羽 村 糸魚川市 村 上 市
H30		１月 南魚沼市 柏 崎 市 出雲崎町 佐 渡 市 新発田市 田 上 町 五 泉 市 燕 市

２月 妙 高 市 阿賀野市 新 潟 市 弥 彦 村 魚 沼 市 長 岡 市 佐 渡 市 柏 崎 市

３月 刈 羽 村 津 南 町 聖 籠 町 胎 内 市 十日町市 見 附 市 南魚沼市 阿 賀 町

４月 田 上 町 新 潟 市 村 上 市 糸魚川市 胎 内 市 佐 渡 市 見 附 市 三 条 市

５月 出雲崎町 阿 賀 町 加 茂 市 上 越 市 燕 市 新 潟 市 長 岡 市 五 泉 市

６月 三 条 市 聖 籠 町 柏 崎 市 十日町市 湯 沢 町 津 南 町 田 上 町 長 岡 市

７月 上 越 市 魚 沼 市 妙 高 市 小千谷市 新 潟 市 阿賀野市 粟島浦村 糸魚川市

８月 新発田市 長 岡 市 五 泉 市 燕 市 関 川 村 柏 崎 市 加 茂 市 弥 彦 村

９月 十日町市 胎 内 市 阿賀野市 新 潟 市 糸魚川市 小千谷市 村 上 市 南魚沼市

№774（第３種郵便物認可）  平成29年８月15日 

左から		伊藤（代理		井浦）、丸山、布施、小林の各委員



3 ひとくち情報 ６月15日㈭　公民館月報７月号発行　第773号

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS 県社会教育団体懇話会（社団懇）総会開催

　

20
代
か
ら
公
民
館
に
出
入
り
し
、

青
少
年
活
動
な
ど
で
現
場
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
特
に
専
門
で
あ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
を
通
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
論
、野
外
活
動
、集
い
の
演

出
な
ど
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
を
退
職
後
、村
上
地
区
の
公

民
館
長
を
拝
命
し
、現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

村
上
市
で
は
運
営
協
力
員
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。
事

業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、運
営

協
力
員
に
企
画・
運
営
を
担
っ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
ま
た
市
民
提
案
型
の

事
業
も
、積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

更
に
公
民
館
は
貸
館
業
務
だ
け
で

な
く
、積
極
的
に
利
用
者
と
関
り
を

持
ち
、実
際
の
活
動
の
様
子
を
見
せ

て
頂
き
、実
態
把
握
と
連
携
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
公
民
館
祭
り
等
は
利

用
者
の
祭
典
と
し
て
、共
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
の
考
え
る
公
民
館
職
員
は
、事

務
職
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
市

民
と
一
緒
に
課
題
を
解
決
す
る
専
門

職
員
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新潟県少年自然の家
所長　丹後　　裕

職
員
の
対
応
の
仕
方
を
誉
め
て
い
た

だ
い
た
り
、大
い
に
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、時
に
は
、「
う
～
ん
。」と

唸
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
声
が
届
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
入
浴
時

間
を
22
時
30
分
ま
で
延
長
し
て
ほ
し

い
。」と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。
引

率
指
導
者
の
方
の
た
め
に
、そ
の
よ

う
に
対
応
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、風
呂
の
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
の
運
転

時
間
上
、ま
た
宿
直
職
員
の
勤
務
の

都
合
上
、で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

複
数
団
体
が
当
施
設
を
使
用
す
る

こ
と
も
多
く
、ま
た
学
校
や
家
庭
と

も
異
な
る
環
境
で
の
自
然
体
験
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
わ
け
で
す
か

ら
、当
然
制
約
も
多
く
な
り
、不
便
を

感
じ
る
場
面
は
多
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
も
そ
も
当
施
設
は
、

非
日
常
的
な
活
動
を
体
験
す
る
こ

と
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、不
便
な
の
は
当
た
り
前
だ
と

言
え
ま
す
。

　

そ
の
不
便
な
施
設
で
、ど
の
よ
う

な
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
の
が
、引
率
指
導

者
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
新
潟
県
少
年
自

然
の
家
の
所
長
を
務
め
て
お
り
ま
す

丹
後
裕
と
申
し
ま
す
。
当
施
設
で
の

勤
務
は
二
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、当
施
設
で
は
、利
用
団
体

の
代
表
者
か
ら
、利
用
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
退
所
時
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
施
設
の
運
営
改
善
に
役
立
て

よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す

が
、職
員
が
気
付
か
な
い
施
設
の
破

損
箇
所
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

「
県
少
年
自
然
の
家
」
は
不
便
な
家

村上地区公民館長
内山　忠男

　「私が思う
� 公民館」

　今年度の社団懇総会が開催されました。
　＊	社団懇：県が認定している公民館連合会等の社会教育
10団体。活動補助金がある。

　期日：平成29年７月21日（金）15時～
　会場：ジョイアス新潟会館
　内容：　
　　１　関係行政の課題説明
　　　　⑴県生涯学習推進課　⑵県生涯学習推進センター
　　　　⑶県少年自然の家

　　２　協議
　　　　⑴収支決算　＊承認
　　　　⑵役員選出　＊	規定により県子連の須田貴子会長

を選出
　　　　⑶事業計画、予算　＊承認
　　　　報告　加盟10団体現況報告
　　３　講演会　講師：県立大学教授　植木　信一　氏
　　　　　＊	災害避難所の子どもへの対応など興味深い話

でした。

№774（第３種郵便物認可）  平成29年８月15日 



4７月３日㈪　県大会トークセッション打ち合わせ　事務所　関係者３名来所 ひとくち情報

特
集

１　
開
会
前

２　
開
会
式

３　
表
彰
式

永年勤続者表彰　受賞者
No 氏　名 推薦公民館 No 氏　名 推薦公民館

１ 天
あま
尾
お
　貴

たか
子
こ 新潟市豊栄地区
公民館 23 熊

くま
倉
くら
　  孝

たかし 五泉市橋田地区
公民館

２ 吉
よし
崎
ざき
　和

かず
子
こ 新潟市石山地区
公民館 24 髙

たか
橋
はし
　晶

あき
子
こ 五泉市川東地区
公民館

３ 佐
さ
藤
とう
貴
き
美
み
子
こ 新潟市坂井輪
地区公民館 25 加

か
藤
とう
　  弘

ひろし 南魚沼市公民館
城内分館

４ 山
やま
宮
みや
　智

とも
子
こ 新潟市黒埼地区
公民館 26 櫻

さくらい
井　一

かず
貴
たか 南魚沼市公民館
城内分館

５ 横
よこ
坂
さか
　幸

ゆき
子
こ 新潟市坂井輪
地区公民館 27 岡

おか
村
むら
　貴

たか
之
ゆき 南魚沼市公民館
城内分館

６ 郷
ごう
　扶

ふ
二
じ
子
こ 新潟市坂井輪
地区公民館 28 加

か
藤
とう
　昌

まさ
子
こ 南魚沼市公民館
城内分館

７ 大
おお
桃
もも
　伸

しん
一
いち 新潟市中地区
公民館 29 星

ほし
野
の
　栄

えい
子
こ 南魚沼市
中央公民館

８ 川
かわ
瀬
せ
　雅

まさ
司
し 新潟市新津地区
公民館 30 小

こいずみ
泉　  晃

あきら 南魚沼市
中央公民館

９ 中
なか
島
じま
　  純

じゅん 新潟市新津地区
公民館 31 野

の
澤
ざわ
　和

かず
則
のり 南魚沼市
中央公民館

10 髙
たか
橋
はし
由
ゆ
美
み
子
こ 上越市新道地区
公民館 32 井

い
口
ぐち
　和

かず
幸
ゆき 南魚沼市
中央公民館

11 髙
たか
橋
はし
　邦

くに
雄
お 上越市新道地区
公民館 33 中

なか
島
じま
　  勤

つとむ 南魚沼市
中央公民館

12 塩
しお
坪
つぼ
　恭
きょう
平
へい 上越市高士地区
公民館 34 廣

ひろ
田
た
　静

しず
子
こ 南魚沼市
中央公民館

13 飯
いい
塚
づか
　初

はつ
枝
え 上越市有田地区
公民館 35 大

おお
出
で
　恭

きょうこ
子
南魚沼市
中央公民館

14 吉
よしざわ
沢　保

やす
生
お 上越市名立地区
公民館 36 上

かみ
村
むら
　  徹

とおる 南魚沼市公民館
東分館

15 原
はら
田
だ
　秀

ひで
樹
き 上越市名立地区
公民館 37 上

かみ
村
むら
　昭

あき
仁
ひと 南魚沼市公民館
五十沢分館

16 石
いし
井
い
		浩
こう
順
じゅん
	
上越市名立地区
公民館 38 山

やま
田
だ
　眞

しん
二
じ 南魚沼市公民館
藪神分館

17 梨
なし
本
もと
りよ子

こ 上越市牧地区
公民館 39 白

しら
井
い
　  湛

きよし 長岡市越路
公民館神谷分館

18 岩
いわ
淵
ふち
征
せい
四
し
郎
ろう 上越市頸城地区
公民館 40 髙

たか
津
つ
　  勝

まさる 長岡市寺泊
公民館野積分館

19 西
にし
條
じょう
　弘

ひろ
子
こ 上越市頸城地区
公民館 41 磯

いそ
田
だ
千
ち
恵
え
子
こ
燕市吉田公民館

20 俵
たわらぎ
木　宣

のり
夫
お 上越市頸城地区
公民館 42 富

とみ
坂
さか
　一

かず
長
なが
妙高市公民館

21 皆
みな
川
がわ
　  進

すすむ 五泉市橋田地区
公民館 43 横

よこ
田
た
　英

ひで
隆
たか
湯沢町公民館

22 田
た
代
しろ
　榮

えい
子
こ 五泉市橋田地区
公民館 44 伊

い
藤
とう
　洋

よう
子
こ 糸魚川市
小滝地区公民館

№774（第３種郵便物認可）  平成29年８月15日 

刈屋正人大会実行委員長のあいさつ
大会主管として大車輪の活躍でした。

受賞者21名が出席しました。

笹川桂一大会会長のあいさつ
県公民館連合会長・上越市立公民館長

受賞者代表　小泉　晃さん
（南魚沼市）のあいさつ

10時の受け付け開始でしたが、参加者は９時過ぎから
続々と来場しました。総数473名。

会
場
の
見
附
市
文
化
ホ
ー
ル
。
充
実

し
た
施
設
で
し
た
。

受
付
の
美
女
２
人
。
終
始
笑
顔
で
テ

キ
パ
キ
と
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
で
見
る
第
68
回
新
潟
県
公
民
館
大
会・見
附
大
会



5 ひとくち情報 ７月４日㈫　公民館月報第１回編集委員会　新潟市中央公民館　事務局２名出席

４　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

例
年
の
講
演
に
代
わ
り
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、よ
く
行
わ
れ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
の
で
す
が
、フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（
ト
ー
ク
者
）は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
自
分
の
考
え

を
し
っ
か
り
述
べ
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
意
見
の
様

子
を
見
て
会
場
の
参
加
者
に
質
問
、意
見
、感
想
を
随
時
求

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
公
民
館
の
今　

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
」

で
約
70
分
間
に
わ
た
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、ほ
ぼ
１
０
０
％
が
内
容
に
満

足
と
い
う
結
果
で
し
た
。

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
意
見
〉

　
・意
見
の
内
容
が
具
体
的
で
良
か
っ
た
。

　
・客
席
の
反
応
が
良
く
発
言
が
相
次
い
だ
。

　
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
素
晴
ら
し
い
ま
と
め
役
を
し
た
。

　
・講
演
よ
り
親
し
み
や
す
い
。

５　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

昨
年
の
中
学
生
に
続
き
、今
回
は
小
学
生
が
出
演
し
ま
し

た
。見
附
市
立
名
木
野
小
学
校
3
、４
年
生
１
３
０
名
の
み
な

さ
ん
に
よ
る「
伝
統
劇　

草
薙
龍
」が
20
分
に
わ
た
り
演
じ
ら

れ
、会
場
か
ら
大
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、ほ
ぼ
１
０
０
％
が
良
か
っ
た
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　
・	昨
年
に
続
き
子
ど
も
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
元
気
を
も

ら
う
よ
う
で
大
変
良
い
。

　
・子
ど
も
の
熱
心
な
様
子
が
伝
わ
っ
た
。

　
・伝
承
す
る
活
動
は
す
ば
ら
し
い
。

６　
事
例
発
表

　

今
年
の
事
例
発
表
は
、発
表
者
全
員
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
用
し
て
説
明
し
ま
し
た
。３
人
と
も
大
変
良
く
ま
と

ま
っ
た
発
表
で
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
90
％
が
満
足
と
い

う
結
果
で
し
た
。

７　
閉
会
式

　

大
会
旗
が
次
期
開
催
地
の
新
潟
市
に
引
き
継
が
れ
、新
潟

市
の
五
十
嵐
政
人
中
央
公
民
館
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
金
子
成
郎
大
会
副
実
行
委
員
長
が
閉
会
挨
拶
を
行
い
全

日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。	

（
文
責　
田
原　
理
）

№774（第３種郵便物認可）  平成29年８月15日 

長いセリフをよどみなく言いました。

次期開催地
新潟市五十嵐館長

草薙龍　青と赤の２組

終日大会をささえた
司会の樋口幸子さん

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

真
柄
正
幸
氏

ト
ー
ク
１

高
桑
紀
美
江
氏

ト
ー
ク
２

沢
田　
繁
氏

客席から発言が続きました。

上
越
代
表

西
嶋
明
子
さ
ん

下
越
代
表

田
中
恵
子
さ
ん

新
潟
市
代
表

鷲
尾
雄
二
さ
ん



6７月５日㈬　社会教育団体懇話会幹事会　小中PTA事務所　事務局長出席 ひとくち情報

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

【
長
生
学
園
に
つ
い
て
】

　

津
南
町
公
民
館
が
主
催
で
開
催
し
て
い
る「
長
生

学
園（
ち
ょ
う
せ
い
が
く
え
ん
）」は
、町
内
60
歳
以
上

の
方
々
を
対
象
と
し
た
学
級
で
す
。
学
園
の
歴
史
は

古
く
、昭
和
39
年
に
開
設
さ
れ
、町
内
唯
一
の
お
年
寄

り
の
学
習
の
場
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、参
加
者
同
士
の
親
睦
を
図
り
、各
種
講

演
会
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、趣
味
活
動
等
を
意
欲
的

に
行
っ
て
お
り
、趣
味
の
活
動
は
９
ク
ラ
ブ
あ
り
、ク

ラ
ブ
毎
に
月
数
回
行
な
っ
て
い
る
他
、参
加
者
全
体

で
月
一
回
集
ま
る「
全
体
会
」を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
誕
生
当
初
と
現
在
】

　
か
つ
て
は
老
人
の
勉
強
の
場
と
し
て
、話
し
合
い
、

講
師
を
呼
ん
で
の
講
話
や
軽
体
操
な
ど
を
通
し
て
、

家
庭
生
活
や
健
康
意
識
を
高
め
る
も
の
が
中
心
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
参
加
者
か
ら
運
営
委
員
を
選
出
し
、年

間
行
事
の
決
定
や
視
察
旅
行
の
計
画
立
案
等
自
ら
企

画
運
営
の
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

【
趣
味
ク
ラ
ブ
紹
介
】

　
水
墨
画
ク
ラ

ブ
・
短
歌
ク
ラ

ブ
・
社
交
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
・
押

花
ク
ラ
ブ
・
手

芸
ク
ラ
ブ
・
書

付
ク
ラ
ブ
・
お

ど
り
ク
ラ
ブ
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
・
カ
ラ
オ

ケ
ク
ラ
ブ

以
上　

９
ク
ラ

ブ
で
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、趣
味
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
成
果
を
様
々
な
形

で
披
露
す
る
場
を
設
け
て
お
り
、春
に
開
催
す
る
水

墨
画
展
、秋
に
行
わ
れ
る
町
の
美
術
展
へ
の
出
品
の

他
、お
ど
り
関
係
の
ク
ラ
ブ
は
町
内
各
所
に
出
張
で

披
露
し
て
い
ま
す
。
年
一
回
の
町
の
芸
能
祭
に
は
カ

ラ
オ
ケ
、ダ
ン
ス
等
を
活
動
の
成
果
と
し
て
発
表
も

行
っ
て
い
ま
す
。

【
全
体
会
活
動
内
容
紹
介
】

　
昨
年
度（
平
成
28
年
度
）の
全
体
活
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
４
月
）	

開
園
式
・
演
芸
シ
ョ
ー
鑑
賞

（
５
月
）	

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＆

	

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
６
月
）	

十
日
町
市
高
齢
者
学
級
と
の
交
流
会

（
７
月
）	

家
庭
で
で
き
る
救
急
法

（
８
月
）	

元
気
に
な
る
自
宅
で
で
き
る
軽
運
動

（
９
月
）	

秋
の
ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー

（
10
月
）	

秋
の
研
修
旅
行（
県
内
視
察
）

（
11
月
）	

樹
脂
粘
土
ア
ー
ト
教
室

（
12
月
）	

閉
園
式

【
長
生
学
園
の
こ
れ
か
ら
】

　

現
在
、こ
の
長
生
学
園
に
は
１
０
０
名
を
超
え
る

方
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、活
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
ク
ラ
ブ
内
の
方
が
講
師

に
な
る
な
ど
、自
ら
が
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
お
り
、皆
楽
し
み
な
が
ら

活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、対

象
年
齢
が
60
歳
以
上
と
い
う
中
で
、今
の
時
代
60
代

は
ま
だ
現
役
バ
リ
バ
リ
の
世
代
。
な
か
な
か
趣
味
に

か
け
る
時
間
が
な
く
、新
規
参
加
者
が
集
ま
り
に
く

い
状
況
と
参
加
者
の
高
齢
化
に
課
題
が
残
り
ま
す
。

　

毎
月
行
な
っ
て
い
る
全
体
会
の
活
動
は
、同
じ
内

容
は
せ
ず
毎
回
違
う
も
の
を
企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、参
加
者
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
繋
が
る
企

画
を
通
し
て
、参
加
者
増
を
目
指
す
と
共
に
、ク
ラ
ブ

所
属
者
の
中
か
ら
新
た
な
講
師
の
人
材
発
掘
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。	

（
村
山
）

№774（第３種郵便物認可）  平成29年８月15日 

水墨画

グラウンドゴルフ

自宅でできる軽運動

233 「伝統を引き継ぐ長生学園」
津南町公民館



7 ひとくち情報 ７月14日㈮　第68回新潟県公民館大会　見附市文化ホール

CirCle
サークル交流

　昨年の４月に当課へ配属とな
りました中村陵太郎さんを紹介
します。
　これまでは税金や国民健康保険
といった業務に携わっておりまし
た。当課に配属されてからは、講
座運営や子ども会関連業務など多岐にわたる学習機
会の提供に奔走しております。彼が大学で培った社
会教育主事としての能力を発揮しながら、課のムー
ドメーカーとして楽しそうに日々の業務をこなして
います。
　いつも120％の笑顔で顔をシワクチャにしながら
公民館利用者とも楽しく交流しています。多くの方
に出会い、様々な新しい発見ができることが嬉しい
そうです。
　野球やラグビーを経験してきたスポーツマンの彼
は、最近結婚をして太り気味。仕事もプライベート
も充実していることは良いですが、パフォーマンス
能力を落とすことなく、充実させてほしいです。今
後も彼の活躍に期待。

（生涯学習課　学習推進係　星野　淳一　記）

柏崎市生涯学習課

主査　中村陵太郎さん

　本間さんは中央公民館に勤務し
て、現在７年目となります。いろ
んなことを熟知している職員とし
て、公民館利用者の方々からとて
も信頼されているようです。主な
担当は、市民教養講座なのですが、
公民館事業全般に精通されていて、周りの職員から
も頼りにされています。
　中央公民館は、平成27年度に改修工事が行われ、
工事期間の引越しなどもありました。職員の方々は
ご苦労が多くあったと聞いていますが、引越しによ
る様々な経験をされてきたようです。本間さんも例
外ではありません。
　また、若い時に「陶芸」や「英会話」、「お菓子作り」
などに興味を持ち、講座に通ったと聞きました。趣
味を楽しんでいたようですが、縁あって公民館の勤
務となり、その後は講座を開催する側の仕事をして
います。
　私を含め4人が、この４月から中央公民館に配属
されました。そんな中、経験豊富な本間さんの存在
には、とても感謝しています。

（燕市中央公民館　館長　田中　未来　記）

燕市中央公民館

副参事　本間みゆきさん

思
い
出
す
喜
び

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

む
か
し
、プ
ラ
ト
ン
に
招
か
れ

て
夕
食
会
を
終
え
た
客
が
、プ
ラ

ト
ン
に
向
か
っ
て「
君
の
家
の
食
事

は
、そ
れ
を
い
た
だ
い
て
い
る
時

ば
か
り
で
は
な
く
、そ
の
こ
と
を

思
い
出
す
た
び
ご
と
に
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
」と
言
っ
た
と
い
う
。

　
私
は「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
」に
入
会
し
て
２
年
目
で

す
。
会
員
数
は
30
名
弱
で
講
師
の

菅
井
先
生
を
別
に
す
れ
ば
男
性
は

２
人
、あ
と
は
女
性
と
い
う
形
で

す
。
私
は
既
に
会
員
に
な
っ
て
い

る
方
か
ら
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し

た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
形
は
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
嵐
南

公
民
館
に
朝
９
時
頃
集
ま
り
、そ

こ
か
ら
市
内
の
予
定
さ
れ
た
道
を

歩
い
て
、昼
前
に
は
帰
っ
て
散
会
す

る
コ
ー
ス
で
す
。
他
方
は
バ
ス
や

電
車
を
利
用
し
て
少
し
遠
く
へ
出

か
け
て
、１
～
２
時
間
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
、昼
食
を
楽
し
く
食
べ
午
後

３
時
前
後
に
は
帰
っ
て
く
る
コ
ー

ス
で
す
。
こ
の
二
つ
の
コ
ー
ス
は

前
も
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

冒
頭
に
引
用
し
た
文
章
の
よ
う
に

私
に
は
思
い
出
す
と
楽
し
く
な
る

も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
会
話
を

通
し
て
よ
り
よ
く
知
る
事
が
私
の

喜
び
で
す
。

　
三
条
市・い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

	

　
前
田　
義
弘　
記

　
新
潟
市・横
越
語
り
部
サ
ー
ク
ル

	

石
塚　
　
薫　
記

で
す
。
語
り
手
の
笠
原
さ
ん
は
、現

在
10
名
の
会
員
の
一
人
で
、こ
の

度
、県
の
無
形
文
化
財
保
護
連
盟

よ
り
昔
話
伝
承
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
も
う
１
冊
は
、旧
横
越

町
の「
横
越
の
む
か
し
語
り
」で

す
。
こ
の
本
の
中
に
は
、笠
原
さ
ん

の
お
母
さ
ん
、笠
原
ミ
ツ
ノ
さ
ん

の
昔
語
り
が
１
２
５
話
載
っ
て
い

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、こ
の
２
冊

を
手
本
と
し
て
月
２
回
の
定
例
会

を
持
ち
、地
元
で
語
り
継
が
れ
た

昔
話
の
面
白
さ
を
地
元
の
言
葉
で

語
る
事
を
基
本
に
会
員
同
士
、又
、

時
に
は
講
師
を
お
迎
え
し
て
学
び

合
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、特
に
学
校
等
で
語
る
場

が
増
え
た
り
、公
民
館
主
催
の「
語

り
部
養
成
講
座
」を
手
伝
わ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
し
て
、昔
話
の
魅
力
や

語
り
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
、皆
で
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

と
ん
と
ん
昔
に
　
　

　
　
　
魅
せ
ら
れ
て

横
越
語
り
部
サ
ー
ク
ル

　
私
達
の
サ
ー
ク
ル
は
、平
成
12
年

の
横
越
公
民
館
主
催
の「
語
り
部
養

成
講
座
」を
き
っ
か
け
に
発
足
し
ま

し
た
。

　

横
越
に
は
伝
承
的
な
語
り
手
の

語
っ
た
昔
話
の
本
が
２
冊
あ
り
ま

す
。
１
冊
は
、勝
原
甚
威
昔
話
集

「
い
ち
が
ぶ
ら
ー
ん
と
さ
が
っ
た
」
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気

す

元

で

か

お
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騒
ぎ
に
店
員
さ
ん
が
見
か
ね
て「
静
か
に
し

て
」と
再
三
注
意
し
ま
し
た
が
、酔
っ
て
い

る
の
か
無
視
。自
分
勝
手
な
態
度
に
と
て
も

嫌
な
感
じ
。
私
た
ち
は
そ
そ
く
さ
と
会
計
。

店
長
さ
ん
が
出
て
き
て「
す
み
ま
せ
ん
で
し

た
」と
謝
ま
り
ま
し
た
。「
王
様
ゲ
ー
ム
」を

や
り
た
い
の
な
ら
貸
し
切
り
と
か
個
室
と

か
で
ど
う
ぞ
と
言
い
た
い
の
で
す
が
。そ
も

そ
も
そ
ん
な
配
慮
が
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は

な
い
？	

（
田
原
）

　

結
婚
式
の
後
、親
戚
の
８
名
で
二
次
会
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。小
さ
な
居
酒
屋
で
し
た

が
、宴
が
始
ま
っ
て
30
分
く
ら
い
し
て
会
社

の
同
僚
ら
し
き
若
者
が
12
名
ほ
ど
入
っ
て

き
ま
し
た
。
同
じ
く
２
次
会
ら
し
い
。
い
き

な
り「
王
様
ゲ
ー
ム
」で
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ

状
態
。私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
隣
の
人
と
の

会
話
が
聞
こ
え
な
い
ほ
ど
。仕
切
り
が
な
い

の
で
余
計
に
響
き
ま
し
た
。あ
ま
り
の
バ
カ

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

　

退
職
後
、長
岡
市
中
央
公
民
館
で

社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
４
年
間
勤

め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、中
央

公
民
館
利
用
団
体「
俳
句
サ
ー
ク
ル
」

の
仲
間
の
方
か
ら「
一
緒
に
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
」と
の
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
興
味
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
以
来
５
年
間
サ
ー
ク
ル
会

員
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
は
10
人
に
満
た
な
い

人
数
で
す
が
、俳
句
の
基
礎
・
基
本

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
遠
慮
な
く
句
を
批
正

し
合
う
厳
し
さ
と
吟
行
を
通
し
た

句
作
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、俳
句
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

が
ご
縁
で
中
央
公
民
館
主
催
趣
味
の

俳
句
教
室
の
お
手
伝
い
も
す
る
こ
と

に
な
り
今
４
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
趣
味
の
教
室
は
俳
句
に
堪
能
な

幅
広
い
年
齢
の
方
た
ち
が
多
く
、毎

回
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
充
実
し
た

教
室
で
す
。
月
２
回
の
活
動
日
が
待

ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
現
職
の
頃
に
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
今
の
活
動
で
す
が
、私
に
潤

い
と
張
り
の
あ
る
生
活
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
特
に
趣
味
の
俳
句
教

室
に
は
90
歳
を
過
ぎ
た
方
々
が
元
気

に
通
っ
て
、句
作
に
没
頭
し
た
り
、仲

間
と
交
流
を
深
め
た
り
し
て
い
る
お

姿
は
憧
れ
そ
の
も
の
で
す
。

　
中
央
公
民
館
を
辞
め
た
後
も
二
つ

の
活
動
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
ご
縁
に
感
謝
す
る
日
々
で
す
。

谷
内
　
悦
子

（
長
岡
市
）

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

し
た
。
江
戸
時
代
の
彫
刻
師「
石

川
雲
蝶
」の
作
品
が
実
存
す
る
三

条
本
成
寺
と
石
動
神
社
を
紹
介
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
両
公
民
館
と
も
約
20
名
の
参
加

者
が
梅
雨
の
晴
れ
間
の
ひ
と
時

を
、そ
の
繊
細
な
雲
蝶
の
作
品
に

ふ
れ
研
修
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

雲
蝶
会
の
会
長・
角
田
さ
ん
は

「
最
近
は
公
民
館
の
団
体
が
研
修

に
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
長
岡
市
中
野
俣
公
民
館
、 

新
発
田
市
中
央
公
民
館
研
修
会
」

　
長
岡
市
中
野
俣
公
民
館
と
新
発

田
市
中
央
公
民
館
が「
三
条
雲
蝶

会
」の
ガ
イ
ド
で
６
月
、７
月
に

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
三
条
雲

蝶
会
は
昨
年
、本
紙「
実
践
シ
リ
ー

ズ
」で
活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、平
成
27
年
に
は
三
条
市
嵐
南

公
民
館
で
雲
蝶
の
講
座
を
行
い
ま

〈
雲
蝶
会
の
連
絡
先
〉

　
三
条
市・角
田　
道
夫

　
電
話　
０
２
５
６（
33
）１
７
５
４

「
ご
縁
に
感
謝
し
て
」

「赤牛」

中野俣公民館のみなさん新発田市中央公民館のみなさん

「寺宝　亀」

道 路 ふ れ あ い 月 間

毎年８月は「道路ふれあい月間」です。

『この道で  おはよう  さよなら  ありがとう』
国土交通省平成29年度「道路ふれあい月間」推進標語最優秀賞（代表標語）

大　澤　佳　子さん（千葉県浦安市）の作品

新潟県道路整備協会
会長（田上町長）　佐　藤　邦　義
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